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1. はじめに 

今日，少子高齢化による人口減少や個人が自由

な生き方を選択するといった多様な社会の尊重によ

り離職や転職の可能性が高まり，その結果，企業の

人手不足が深刻化している． 

TDB景気動向調査［1］の1万1,133社の企業を対

象にした人手不足に対する企業の動向調査によると，

非正規労働者は29.5%と約3割，正規労働者は

51.7%と半分近くの企業で人手不足が生じていること

が分かる．このまま人手不足が加速すると企業は成

長できず，日本の経済成長の深刻な阻害要因にな

るだろう． 

こうした問題は，正規雇用に留まらない．総務省統

計局[2]によると，日本の非正規労働者は労働者全

体の約3割を占めるが，TDB景気動向調査[1]のとお

り，正社員と同様に人手不足が深刻である． 

非正規雇用の人手不足は，近年さらに深刻化して

いる．厚生労働省［3］によると，アルバイトを含む非

正規労働者の過去3年間の平均転職入職率は

13.5%であったが，令和5年度の転職入職率は15.3%

と約1.8%上昇している1．また，離職率も，過去3年間

の平均離職率は22.6%なのに対して，令和5年度は

23.8%と約1.2%上昇している．令和2年度は新型コロ

ナウイルスで労働市場が停滞したことを考慮すると，

令和5年度と過去3年間の平均値の差は実質的には

さらに高い可能性もある． 

 

3．研究目的 

ではなぜ，アルバイトなどの非正規労働者は辞め

てしまうのだろうか．  

株式会社ビズヒッツ［5］によると，アルバイトを辞め

る理由として，「人間関係が悪い」との回答が最も多

い．これは，学業や給料という要因を抑えてトップと

なっている．つまり，「人間関係」がアルバイトを続け

る上で重要な要因であると考えられる．しかし，人間

関係と一言にいっても，上司，同僚，後輩，顧客など，

アルバイトの現場における人間関係は複雑かつ多様

である． 

そこで本研究では，アルバイトにおける人間関係

 
1  転職入職率とは，常用労働者数に対する転職入職者数

の割合であり，転職入職者を1月1日現在の常用労働者数で

割りことで算出した[4]．また，過去3年間の平均転職入職率は，

の重要性とともに，様々な人間関係が存在する中，

アルバイトをしていく上で具体的にどういった人間関

係が重要なのかを明らかにしていくこととする． 

 

4．先行研究 

ここでは，職場における人間関係の重要性につい

て先行研究を整理する． 

Alshmemriら[6]によると，アメリカの臨床心理学者

であるフレデリック・ハーズバーグは，仕事の満足度

に影響を与える要因について，「ハーズバーグの二

要因理論」を提唱した．この理論は仕事の満足度に

影響を与える動機づけ要因と衛生要因の二つのカ

テゴリに分け，特に「達成，承認，成長」といった動機

づけ要因は仕事の満足度を高め，逆に「会社の方針

と管理，給与」といった衛生要因は仕事の不満を減ら

す働きがあると述べた．またハーズバーグの二要因

理論では「人間関係」を衛生要因と位置づけており，

仕事の不満足を減らす要因にはなるものの，仕事の

満足度を高める要因ではないとしている． 

ハーズバーグの理論に基づく日本での研究として，

田中［7］がある．この研究では，どのような要因が職

務満足に影響を与えるのかを明らかにするために，

18歳~74歳の日本の労働者を対象とした「労働者の

働く意欲と雇用管理のあり方に関する調査，2004」

[8]の調査票を使用し，かつハーズバーグの二要因

理論をモデルに職務満足を規定する要因を分析し

た．調査から，仕事から得られる満足感や達成感と

いった動機づけ要因が職務満足に有意に正の影響

を与えており，ハーズバーグの二要因理論を一部支

持する結果が示された．一方で，職場の対人関係や

仕事の成果，労働時間といった衛生要因も職務満足

に正の影響を与えることが示されており，こちらは

ハーズバーグの二要因理論とは一致しない結果と

なった． 

上記の研究は労働者全般についての研究である

が，田中［9］では，女子大学生のアルバイト満足感の

規定要因を明らかにすることを目的に，19~22歳の女

子大学生485名を対象にインターネット調査を行った．

この研究では，人間関係は，働く上で重要な要因で

厚生労働省[3]より，令和2年度から令和4年度の3年間の転職

入職率を求め，平均をとったものである． 

 



あるという，レスリスバーガー[10]に則り，「職場の人

間関係」を内発的動機づけと位置づけ，時給や衛生，

休日といった要因を外発的動機と位置づけた．調査

から，人間関係を含む内発的動機も外発的動機もど

ちらもアルバイト満足感に正の有意な影響を与えるこ

とが分かった．  

 

3. 本研究の新規性と仮説 

3.1 新規性 

田中［7］ではすべての年齢層の労働者を対象に

職務満足を規定する要因を分析しているが，中年層

が多く年齢層にばらつきがある．また田中［9］では

19~22歳のアルバイトをしている人と年齢を絞ってい

るが，女子大学生のみを対象としたものであった． 

加えて，田中[7][9]はどちらも，人間関係は仕事の

満足度において重要な要因であると述べているが，

人間関係に特化した調査ではなく，人間関係を含む

動機づけ要因をひとまとめにして考察しているため，

具体的にどのような人間関係が仕事の満足度に影

響を与えるのかは明らかではない． 

そのため本研究では女性に限らず，男女どちらも

研究対象とする．また，先行研究のようなアンケート

調査ではなく，インタビュー調査によってアルバイト

の満足度に影響を与える人間関係を具体的かつ詳

細に明らかにする． 

 

3.2 仮説 

本研究では，学生のアルバイトの満足度（以後ア

ルバイト満足度とする）に影響を与える具体的な人間

関係について調査するため，以下の四つの仮説を

設定する． 

 

① アルバイト満足度を上げる上で人間関係は重

要ではない． 

② 同僚との人間関係が学生アルバイトの満足度に

おいて最も重要である． 

③ 上司との人間関係が学生アルバイトの満足度に

おいて重要である． 

④ 顧客との人間関係が学生アルバイトの満足度に

おいて重要である． 

 

仮説①は，人間関係がそもそもアルバイト満足度

を上げる要因として重要なのか，ハーズバーグの二

要因理論を再考察するために設定したものである．

この仮説が棄却されれば，ハーズバーグの二要因理

論は支持されないことになる． 

仮説②～④では，職場での人間関係の中心となる

 
2  当初は田中[7][9]の質問をもとに調査する予定でいたが，

具体的な人間関係について明らかにするには，質問数が少

なく内容も不十分であったため，今回は独自で設定した質問

同僚・上司・顧客について，それぞれの人間関係が

アルバイト満足度においてどれほど影響を与えるの

かを検証する．なお，学生アルバイトは職業的立ち

位置上，同僚と過ごす時間が最も長く，上司や顧客

よりもよりコミュニケーションや信頼関係が必要となっ

てくるため，関わる時間が長い同僚との人間関係を

最も重要であると設定する． 

これらの仮説を検証し，学生アルバイトの満足度

に影響を与える具体的な人間関係を明らかにするこ

とで，学生アルバイトが長期的に働けるような方策を

検討する． 

 

4. 調査の概要と調査方法 

4.1 調査の概要 

本研究では，はじめにGoogleフォームによるアン

ケート調査でアルバイト経験の有無やその期間など

を尋ねるとともに，インタビュー参加者を募った．なお，

アンケート内の「アルバイト満足度」は，田中［9］の質

問内容を参考にした．その上で，インタビューに応じ

てくれた回答者に対面での調査を行った． 

インタビューでは，表１に掲載した事項を尋ねた．

全ての質問事項は独自で設定したものである2．アル

バイト満足度において，人間関係だけでなく他の要

因も影響を与えると考えられるため，人間関係に加え

て，衛生要因と動機づけ要因に関する事項も尋ねた．

これより，人間関係がアルバイト満足度における重要

性と，どのような人間関係がアルバイト満足度に影響

を与えるのかを直接インタビューにより深堀すること

で，仮説の結果を導き出す． 

なお，直接インタビューは半構造化インタビューを

採用した．問 8「アルバイトの満足/不満足を決める上

で何が重要か」は，インタビュー回答者にアルバイト

満足度において重要な上位 5つの要因を挙げてもら

い，さらに問 9 から問 11 は 5 を「すごく良い」，1 を

「すごく悪い」として 5段階で評価してもらった． 

 

表 1 質問項目 

 アルバイトの業種 

問2 賃金および月給与 

問3 アルバイトの勤務期間/就業時間 

問4 アルバイトを始めたきっかけ 

問5 アルバイトをしている理由/辞めた理由 

問6 アルバイトを続けられている理由 

問7 仕事に満足/不満足なのはなぜか 

問8 アルバイトの満足/不満足を決める上で何

が重要か 

問9 同僚との人間関係は良好か 

を使用し調査を進めていくこととする． 
 



問10 上司との人間関係は良好か 

問11 顧客との人間関係は良好か 

問12 アルバイトの満足度を決める上でどの人

間関係が重要か 

 

4.2 調査方法 
インタビュー調査は，会津大学短期大学部の学生

20人（男性6人，女性14人）を対象に行った．対象者

のうち現在もアルバイトをしており辞めた経験のない

人が14人，現在アルバイトをしているがかつて辞めた

経験のある人が5人，現在アルバイトをしていないが

かつ辞めた経験のある人が1人である．インタビュー

の所要時間は一人当たり30分~60分であった．また

調査期間はGoogleフォームが11月15日～12月31日，

直接インタビューは12月5日～1月21日である． 

 

5．調査結果 

 本研究の目的は，学生アルバイトの満足度に影響

を与える具体的な人間関係を調査し，アルバイトの

満足度を高め，より長期的に仕事に従事してもらうた

めにはどうすればよいのかを検討することである．以

下では，インタビュー結果から，各仮説を検証する． 

 

5.1 仮説①について 

アルバイトを辞めた人，辞めた経験がある6人に，

問5「アルバイトを辞めた理由」について尋ねたところ，

特に「上司や同僚との人間関係が悪かった」という理

由が挙げられた．これは，「職場の人間関係」がアル

バイトをする上で不満足をもたらす要因に分類される．

つまりハーズバーグの動機づけ衛生理論は支持され

ると考えられる． 

しかしながら，問8「アルバイトの満足・不満足を決

める上で何が重要か」上位5つの要因を挙げてもらっ

たところ，20人中ほとんどが満足を決める上で「人間

関係」「お金」「距離」「職場環境」「シフト関係（休み）」

「仕事内容」といった衛生要因に区別されるものを挙

げた．一方，「成長」や「やりがい」といった動機づけ

要因に含まれる要因を挙げたのは4人と少数であっ

た． 

以上のことから，人間関係はアルバイト満足度を下

げる要因になるというハーズバーグの動機づけ衛生

理論を支持することが分かった．一方で，人間関係

は満足度の要因としても挙げられており，人間関係

は満足度を上げる要因にはならないというハーズ

バーグの理論は支持されないことも分かった．これを

踏まえて仮説②③④も分析していく． 

 

5.2 同僚との人間関係（仮説②） 
はじめに，同僚との人間関係の重要性について分

析する． 

問12「アルバイトの満足度を決める上でどの人間

関係が重要か」では，インタビューした20人のうち9人

が，アルバイト満足度を決める上で同僚が一番重要

であると回答した．また，男女別にみると，男性は6人

中4人で約67%，女性は14人中5人で約36%と，特に

男性の割合が高いことが分かった． 

問9「同僚との人間関係は良好か」では，インタ

ビュー対象者20人の平均値が4.4と高い水準であるこ

とも分かった．この理由について，「仕事で分からな

いところを聞きやすい」「相談に乗ってくれる」「大学

が同じ」「プライベートでも仲が良い」といった意見が

多く見られた． 

逆に同僚に対する評価が中間の人は「関わる人と

関わらない人がいる」「同僚がいないから分からない」

といった理由を挙げ，評価が低い人は「面倒くさい人

がいる」という理由が挙げた．評価が中間な人は主に

職種が影響し，評価が低い人は実際の人間関係が

影響していると考えられる． 

以上より，同僚との人間関係は相談・会話を通して，

業務の効率化やモチベーションの向上につながるこ

とが分かった．同僚との人間関係は重要であり，学生

のアルバイト満足度に影響を与えることが示唆された． 

 

5.3 上司との人間関係（仮説③） 

次に，上司との人間関係の重要性について分析

する．問12ではインタビュー対象者20人のうち10人

が，アルバイト満足度において上司との人間関係が

重要であると回答した．また，男女別にみると男性が

6人中2人で約33%，女性は14人中8人で約57%と女

性が大半の割合を占めていることが分かった． 

また問10「上司との人間関係は良好か」について

尋ねると，平均値が4.4と高い評価を得ており，この理

由として「メリハリをつけて仕事を教えてくれる」「フレ

ンドリーで親切」「シフトを上手く調整してくれる」と

いった意見が多く見られた．一方で上司との人間関

係が悪いといった意見も多く見られた． 

問5「アルバイトを辞めた理由」について尋ねると，

「ミスをすると怒鳴られる」「忙しくなると機嫌が悪くな

る」「人によって態度を変える」「仕事を押し付けてくる」

「シフトを無理やり入れる」などの理由が挙げられ，ア

ルバイトを辞めた経験のある6人のうち5人が上司との

人間関係によってアルバイトを辞めていることが分

かった． 

また，辞めたアルバイト先での人間関係について，

問9「同僚との人間関係は良好か」，問10「上司との

人間関係は良好か」，問11「顧客との人間関係は良

好か」，について評価したところ，平均値は同僚が3.0，

上司が2.3，顧客が3.2と上司との人間関係の評価が

低いことも分かった．つまり，上司との人間関係の良

好さはアルバイトを続ける上で重要であり，アルバイト

満足度に影響を与えることが示唆された． 

 



5.4 顧客との人間関係（仮説④） 
ここでは，顧客との人間関係の重要性を分析する．

問12では，インタビュー対象者20人のうち女性1人が，

顧客との人間関係が重要であると回答し，その理由

として「サービス業において一番関わる時間が多い

のが顧客だから」と回答している．さらに問11「顧客と

の人間関係は良好か」についてインタビュー対象者

20人に尋ねると評価は3.7であり，その理由に「気さく

に話しかけてくれる」「常連客が多い」「良い人もいれ

ば良くない人もいる」「クレーマーがいる」といった理

由が挙げられ，顧客との人間関係の良好さを決める

要因は個人によって差が出た． 

問11，12の結果より，顧客との人間関係は同僚や

上司と比べて，アルバイト満足度にさほど影響を与え

ないことが示唆された． 

 

6．考察と提案 

6.1 考察 

学生のアルバイト満足度には同僚，上司との人間

関係が重要であり，顧客はアルバイト満足度にさほど

影響を与えないことが分かった．また，特に男性は同

僚との人間関係を最も重視し，女性は上司との人間

関係を最も重視することが分かった．さらに，上司と

の人間関係の良好さは，アルバイトを続ける上で重

要であることも示唆された． 

これらの結果の背景として主に三つのことが考えら

れる．まず人間関係の重要性に性差が見られた背景

に，男性は仲間意識が強く，同僚との人間関係の優

先順位が高いことが挙げられる．一方，女性は上司と

の人間関係を重視しているが，これは店長など上司

になる人は比較的男性が多く，性別の違いがあるこ

とから，人間関係の構築に注力する必要があるため

ではないかと考えられる． 

次に，同僚との人間関係が重要なのは，学生アル

バイトは正社員に比べて同僚が競争相手とならない

ためではないか．つまり，仕事をする上で学生アルバ

イトは同僚との利害関係がなく，自然と仲を深めやす

いため，コミュニケーションや信頼関係が生まれる．

それにより，業務の作業効率やモチベーションが促

進されることによって，仕事への不満を減らすことが

できる．よって，同僚との人間関係が良好であると，

学生のアルバイト満足度はより高くなると考えられる． 

最後に，上司との人間関係が重要なのは，学生ア

ルバイトは上司と直接的な関わりを持つためであると

考えられる．仕事を教えてもらったり，雇用管理をし

てもらったりするのは上司によってであり，直接的な

関わりを持つ人がほとんどである．そのため，上司と

の人間関係の良好さがアルバイトを続けることにおい

て重要となってくる． 

 

 

6.2 提案 

したがって，学生アルバイトが仕事に満足し長期

的に働くためには，「従業員同士のコミュニケーショ

ンの場をつくる」「優しく丁寧に指導する」「上司と従

業員がコミュニケーションをとる機会を増やす」といっ

たことが企業には求められる．また，仕事あるいは職

場環境に対して満足している点や不満な点を定期的

に話し合う必要がある． 

 

7．今後の課題 

本研究では，直接インタビューをもとにアルバイト

満足度に影響を与える具体的な人間関係について

考察してきた．しかしながらサンプル数が少なく調査

をする上で至らぬところがあったため，今後はこれら

を踏まえて研究を進めていくこととする． 
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